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［花き部門］                                        農業研究所ホームページへ 

２．ラークスパー白花新品種「ＳＷ55－３－２」の育成 
 

［要約］ 

「ＳＷ55－３－２」は、白花優良品種「シドニーホワイト」の形質を引き継ぎつつ、より

早期から開花する、ラークスパー白花新品種である。 

［担当］ 岡山県農林水産総合センター農業研究所 野菜・花研究室、作物・経営研究室 

［連絡先］電話 086-955-0277 

［分類］ 技術 

--------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

岡山農研では、これまでに花色がピンク及び藤色の系統を育成したが、生産者から白花あ

るいは青花品種の育成を求められていた。また、ラークスパー白花品種「シドニーホワイ

ト」は、切り花品質が優れる優良品種であるが、種苗の入手が困難になっている。そこで、

生産者からの要望の高い促成作型に適した白花新品種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．2010 年に市販品種から選抜を行い、個体選抜、系統選抜を経て、育成した品種である。 

２．育成した新品種は、「シドニーホワイト」より、開花期が早く、草丈が短く、側枝が少

ない（表１）。「シドニーホワイト」より開花期が早いことから、在圃期間及び加温期間

が短くなるため、２月下旬出荷作型に適している。 

３．育成した新品種の花色は白で、がく片の中央が黄緑色に着色する。花形は八重の普通咲

きで、いずれも「シドニーホワイト」と同じである（図１）。 

４．実需者からの評価は高く、取扱い意向も高い。また、アレンジメント及び冠婚葬祭に使

用できるという意見が得られている（表２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．２月出荷の作型に適しており、11～12 月出荷の作型では草丈が短くなる可能性がある。 

２．本品種は「シドニーホワイト」との区別性が低く、品種登録は困難と判断したため、品

種登録出願を行わずに県内普及を図る。 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/
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［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：岡山オリジナルフラワーの次世代品種の開発 

予算区分：県単 

研究期間：2013～2017 年度 

研究担当者：森義雄、土居典秀、笠原有加、山本晃郎 

図１ 「SW55-３-２」の花 

「ＳＷ55－３－２」「シドニーホワイト」 


